
やまぐち地域社会研究

　　　The Journal of
 Yamaguchi Area Studies

2 0 1 7

山口地域社会学会

1 5 号

　　 The Association for 
　Yamaguchi Area Studies

ISSN1349-5054

2 0 2 4

２２号

良い方使って下さい

横田尚俊教授退職記念号

横田尚俊教授退職記念号 狭く



横横田田尚尚俊俊教教授授退退職職記記念念特特集集号号にに寄寄せせてて

速水聖子

山口地域社会学会の学術誌『やまぐち地域社会研究』は、本号で 22 号を迎え
ることになりました。本号は、横田尚俊教授の山口大学人文学部定年退職を記念
する特集号として編集されております。  

横田尚俊教授は、平成 5 年に山口大学に着任して以来、人文学部において 32
年間にわたって教育・研究に貢献されてきました。この間、災害社会学の分野に
おいて、特に災害とコミュニティの関係について多くの業績をあげてこられまし
た。日本の社会学における災害研究は、平成 2 年の雲仙普賢岳噴火災害・平成 7
年の阪神淡路大震災などが契機となって広く進められてきており、横田教授の研
究はそれらをリードするものであったことも付記しておきたいと思います。  

横田教授には、山口地域社会学会の会長も務めていただき、本学会においても
設立以来、中心となって学会活動も支えていただきました。今号を横田尚俊教授
退職記念特集号としましたのは、横田教授の長年にわたる教育・研究活動の労 に
報い、また本学会へのご貢献に感謝の意を示したいという意図に寄るところです。 

今号では、横田教授に巻頭論文をご執筆いただいたほか、学内をはじめとして
横田教授と縁の深い研究者の方々から論文をお寄せいただき、計 9 本の論文を掲
載することができました。ご寄稿いただきました会員のみなさまに心より御礼申
し上げるとともに、横田尚俊教授のますますのご健勝とご活躍をみなさまと祈念
いたしたいと思います。  
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山山口口地地域域社社会会学学会会誌誌編編集集規規定定  
1 本誌『やまぐち地域社会研究』は１年１巻として発行する。 
2 本誌は原則として本学会会員の社会学関連の研究及び山口地域社会に関する研究の発

表にあてる。 
3 本誌の掲載原稿は、投稿原稿と依頼原稿とからなる。 
4 投稿原稿に対しては査読をおこなう。大学院生は指導教員の査読後提出のこと 
  原稿締め切りは 1 月中旬 
5 オフセット印刷に耐えるような完全原稿 3 部と電子ファイルを提出する。 
 a オリジナル原稿には、ページ番号を印字しない。そのかわりに、各頁の右上隅に鉛筆 

で記入する。 
b 論稿とは別紙に、論文タイトル(和文と欧文)、著者名、所属、E-mail アドレスをいれる。 

6 原稿の書式は『社会学評論スタイルガイド』にしたがうこととする。基本的な原則は以

下のとおりである。 
 a 原稿は A4 判 横書き 40 文字×36 行 図表とも 16 頁以内（400 字 52 枚程度）、 

1 頁目初頭の 5 行を、論文タイトル、著者名分として空欄とする。 
b 上下左右のマージン（余白）を、以下に設定して下さい。 
    上マージン 35mm   下マージン 30 mm 
    左マージン 30mm   右マージン 30 mm 
c 本文の字体は明朝体とし、文字サイズは 10.5 ポイントとする。 
d 注と文献リストを別にする。本文、注等における参照文献の表示の仕方は、著者名(発

行年：ページ数)、または、(著者名 発行年：ページ数)とする。 
e 参照文献は、著者名、発行年、題名、出版社の順に記述すること。欧文の書名はイタ

リック体にするか、または下線を引くこと 
f 注は、本文中の該当箇所の右肩に上付き文字で順に 1）と番号をうち、注自体は本文の

後にまとめて記載する。 
7 本誌『やまぐち地域社会研究』に掲載された論文等を、山口大学学術機関リポジトリ 

ＹＵＮＯＣＡを通して公開する。 
8 投稿先 
   〒753-8540 
    山口市吉田 1677-1 山口大学人文学部 山口地域社会学会事務局 
＊編集委員会からのお願い 
  基本的な書式で書かれていない原稿は受け付けないことがありますので、ご注意下さい。 
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